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神 ス ト レ ス 負荷 ( カラ ー ワ
ー

ドテ ス ト) を行い
,

その 前後に脈拍及び血圧を測定 した
. 負荷前 の 値

を安静時, 前後の 差を ス ト レ ス によ る変化と した .

検定 ; A N O V A 及 び St u d e n t
'

s t 検定 によ り解

析 した
.

【結果および結論】 今回の 用法, 用量 で は
,

2 種

の P ブ ロ ッ カ
ー

は, 安静時脈拍, 血圧 に対 して ほ

ぼ同等の下降作用を示 した
.

カラ ー ワ ー ドテ ス トは脈手自および収縮期血圧 を

有意 に上昇させ た . しか し, 変化は小さく, 改善

が必要で あ っ た .

2 種の P ブ ロ ッ カ
ー

は カラ
ー

ワ
ー

ドテ ス トに よ

る叫文縮期血圧 の 上昇を抑制 した
.

カラ
ー ワ ー

ドテ

ス ト によ る脈拍の 増加 に対 してβ1 選択的な メ ト

プ ロ ロ
ー

ル は影響を与え なか っ た が, カ ル ベ ジ ロ

ー ル は有意に抑制した
. 精神ス ト レ ス 負荷時の 心

拍数増加 に はβ1 以外の 受容体 ( p 2 ? ) の 関与が

増大 した の か も しれな い
.
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3 　 脈 波 伝 播 速 度 に 対 す る A  I I 受 容 体 拮 抗 薬 の

効果
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【背景】 高血圧 患者に対する治療目的は臓器保

護で あり, 血管の 保護, すなわち動脈硬化の進展

を防 ぐ治療 は重要である . 近年, 動脈硬化の 指標

と して脈波伝播速度 ( P ul s e w a v e v el o cit y : P W V)

が 手軽 に測 定で き る よう に な り注 目さ れて い る

が, その 意義はまだ不明である .

一

方, 血管組織

レ ニ ン ー ア ン ギオテ ン シ ン系は, 動脈硬化の 進展

に お い て も重要な役割を果た して い る こ とが知 ら

れて お り,
A n gi o t e n si n I 受容体括抗薬 ( A R B)

が実際に動脈硬化の 進展を防止で き る か興味が も

たれ る .

【目的】 高 血 圧 患 者 に お け る A R B の 効果を

p w v , イ ン ス リ ン抵抗性, 炎症性マ ー カ ー 等の 指

標を用 い て検討する . また
,

これ ら の 効果が レ ニ

ン ー ア ン ギオテ ン シ ン系抑制 によ る特異的効果 で

あ るか を明らか にするた め に C a 括抗薬と比較検

討する .

【方法】 対象は本態性高血圧患者, 年齢は 40 -

8 0 歳と した . 封筒法にて A R B (v al s alt a n) ,
も し

くは C a 括抗薬 ( a m l o djpi n e) を選択 し
, 内服 開

始前, 3 ケ 月後, 6 ケ月後に空腹時採血 および コ -

リ ン社製 F o r m に て P W V を測定 した .

【結果】A R B 群 ( n
- 2 5) , C a 括抗薬群 ( n

- 9)

両者 に お い て良好な降庄効果 を得られた . しか し
,

A R B 投与群 に の み有意差をも っ て脈庄 や Ⅳ の

低下 を認め , A R B 内服 開始前の 血圧 が高 い 患者 ほ

ど, その 傾向が強くみ られた . また
,

A R B 群 に お

い て の み 高 感度 C R P の 有 意 な 低 下 を 認 め ,

H O M A - R の低下傾向を認 め た
. 例数 が少な い た

め か
,

C a 括 抗 薬 で は P W V , 高 感 度 C R P ,

H O M A - R 等の 指標にお い て差 が認 め られ なか っ

た.

【結 語】 A R B に よ る 降庄 効 果 の 1 つ と し て
,

a rt e ri al stiff n e s s の 改善を介 して い る事が示唆さ

れ, その機序と して イ ン ス リ ン抵抗性や炎症反応

の 関与があ る事 がわか っ た
. また

,
こ れら の効果

は単なる降庄によるも の で はなく,
レ ニ ン ー ア ン

ギオテ ン シ ン系抑制が 関与 して い る事が推定され

た .


